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１
０
月
に
な
っ
て
約
半
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
現
在
（
１
３

日
）
の
所
、
例
年
に
な
く
暑
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
た

だ
、
１
７
日
（
日
）
か
ら
の
天
気
予
報
で
は
最
高
気
温
が
２
０

度
前
半
、
最
低
気
温
が
一
桁
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
が

暑
か
っ
た
分
、
体
調
管
理
に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
は
熊
本
県
で
１
日
あ
た

り
の
新
規
感
染
者
が
一
桁
の
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
状
態

が
長
く
続
く
こ
と
を
祈
る
と
共
に
感
染
防
止
対
策
を
み
ん
な
で

徹
底
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

さ
て
、
人
定
で
は
、
８
月
末
に
３
・
４
年
生
に
も
一
人
一
台

端
末
（
Ｃ
ｈ
ｒ
ｏ
ｍ
ｅ 

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
）
が
配
付
さ
れ
、
９
月
上

旬
か
ら
授
業
で
も
使
い
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
で
人
定
の
全
員
に

端
末
が
配
付
さ
れ
た
事
に
な
り
ま
す
。
い
よ
い
よ
人
定
で
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
が
加
速
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
今
回
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
中
で
、
考
え
方
の
基
礎
と

な
る
「
情
報
モ
ラ
ル
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
情
報
モ
ラ
ル
と
は
、
人
が
情
報
を
扱
う
上
で
求
め
ら
れ
る

道
徳
の
こ
と
で
す
。
特
に
、
情
報
機
器
や
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
社
会
や
他
者
と
情
報
を
や
り
取
り
す
る
に
あ
た
り
、

危
険
を
回
避
し
責
任
あ
る
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に

身
に
付
け
る
べ
き
基
本
的
な
態
度
や
考
え
方
の
こ
と
で
す
。
今

回
は
２
つ
の
例
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

１
つ
目
は
、「
ク
ワ
ガ
タ
を
撮
っ
た
だ
け
な
の
に
」
と
い
う

事
例
で
す
。
玄
関
前
に
季
節
外
れ
の
ク
ワ
ガ
タ
が
い
た
ら
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
写
真
を
あ
げ
た
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の

ク
ワ
ガ
タ
は
空
き
巣
犯
が
意
図
的
に
置
い
た
も
の
か
も
し
れ
な

い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
か
ら
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
自
宅
を
特
定
。
投
稿

時
間
か
ら
生
活
時
間
帯
を
把
握
さ
れ
、
留
守
宅
に
空
き
巣
に
入

ら
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

２
つ
目
は
、「
リ
ツ
イ
ー
ト
で
名
誉
毀
損
の
損
害
賠
償
判

決
」
と
い
う
事
例
で
す
。
こ
れ
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る

岩
下
安
身
氏
が
元
大
阪
府
知
事
で
あ
る
橋
本
徹
氏
が
府
知
事
時

代
に
幹
部
職
員
を
自
殺
に
追
い
込
ん
だ
と
い
う
第
三
者
の
ツ
イ

ー
ト
を
見
て
自
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
付
け
ず
に
、
そ
の
ま
ま
リ
ツ

イ
ー
ト
し
た
。
橋
本
氏
が
岩
下
氏
を
訴
え
、
岩
下
氏
に
名
誉
毀

損
で
３
３
万
円
の
支
払
い
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
高
裁
判
決
に

よ
る
と
元
ツ
イ
ー
ト
に
社
会
的
評
価
を
低
下
さ
れ
る
内
容
が
含

ま
れ
る
場
合
、
リ
ツ
イ
ー
ト
に
よ
っ
て
自
身
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー

（
登
録
読
者
）
に
元
ツ
イ
ー
ト
の
内
容
が
表
示
さ
れ
る
と
指

摘
。
リ
ツ
イ
ー
ト
の
経
緯
や
意
図
、
目
的
を
問
わ
ず
、
名
誉
毀

損
に
よ
る
不
法
行
為
責
任
を
負
う
と
の
判
断
を
示
し
て
い
ま

す
。 Ｉ

Ｃ
Ｔ
は
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
情
報
収
集
で
あ
っ
た
り
、
買
い
物
を
し
た
り
な

ど
、
仕
事
を
す
る
に
も
、
私
生
活
に
も
便
利
で
欠
か
せ
な
い
も

の
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
方
で
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た

り
、
加
害
者
に
な
っ
て
し
ま
う
な
ど
恐
ろ
し
い
一
面
も
持
ち
ま

す
。
こ
の
操
作
を
し
た
ら
、
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
想
像
力
を
持
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

●
注
意
・
連
絡
事
項
● 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
際
に
副
反
応
で
発
熱

等
体
調
不
良
に
な
っ
た
場
合
な
ど
は
学
校
に
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。 

・
新
規
に
就
労
を
希
望
す
る
場
合
は
早
め
に
担
任
の
先
生
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 



インターネット上で、他者が創作した著作物を無断で使用するケースが後をたちません。著作物を
創作者の許可なく使うと、著作権の侵害となる可能性があります。これは、インターネット上でも例
外ではありません。今回は、インターネット上での著作物の無断使用についてお話しします。

インターネット上での著作物の無断使用について
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令和3年度情報モラル啓発資料(No,5)

インターネット上にはさまざまな著作物があり、またそれらを簡単にコピーすることができる
ため、著作権を侵害してしまうことがよくあります。インターネット上で著作権の侵害となりう
るケースを子どもたちに紹介し、創作した人の許可なく著作物を使用しないように指導すること
が大切です。

A男は、連載中のマンガを
撮影し、動画サイトに投
稿して、SNSやブログで
宣伝していました。

動画サイトの運営側から
警告を受けましたが、動
画の再生回数が伸びてい
たこともあり、A男は警告
を無視して投稿を続けま
した。

しかし、無断で投稿して
いたため、ある日A男は、
著作権法違反の疑いで逮
捕されたのです。

また再生
回数のび
てる♪

上記の事例以外にも、著作権の侵害となりうるケースはインターネット上に数多く見られます。

・他者のホームページに載っていたオリジナルのイラストを、
自分のSNSのアイコン画像に使う

・テレビ番組を録画した映像を動画として投稿する
・Webサイト上の文章や写真を、あたかも自分が作成したもの
のように自分のサイトで公開する

・購入した音楽を、自身のホームページなどで公開し、誰でも
ダウンロード可能な状態にする

著作権の侵害となりうるケース

創作者の許可なくインターネットに投
稿された著作物を、無断で投稿された
ものだと知りながらダウンロードする
と、違法になる可能性があるので注意
しなくてはいけません。

ダウンロードの際も注意が必要

マンガを
無断で投
稿してい
ましたね


